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表 指導計画（Ａ Ｂ Ｃは表 の実践Ａ 実践Ｂ 実践Ｃをさす）
※ 「高齢者にふさわしい衣服」の授業内容を一部改善して行った。
※ 介護保険制度など福祉の内容を加えて行った。
平成 30 年度 実践的地域共育推進事業概要活動報告書 
実践研究課題：新学習指導要領に対応した「高齢者」授業の創造 
－衣食住生活の内容と関連づけて－   
 智辯学園和歌山中学校 西岡 真弓 
和歌山大学教育学部（被服学） 今村 律子 
（住居学） 村田 順子 
（家庭科教育） 山本 奈美 
１．はじめに
中学校では本年度から新学習指導要領への移行期間が始まっている。「高齢者」の内容についてこれまでは、
教科書の中で地域や住生活の一部に記載があるだけで学習指導要領には掲載されていなかった。しかし、今回
の改訂では、少子高齢社会への対応をめざし、高齢者との関わり方に関する内容が新設されている。これまで
中学校では実践されることが少なかった高齢者授業であるが、今回の改訂をうけ、授業づくりを進めていくこ
とが急務である。 
2016 年度から中学校家庭科の高齢者授業というテーマで取り組んできた本研究も今年度で 3 年目の報告に
なる。一昨年度と昨年度は「衣生活」と「高齢者」の学習を融合した「高齢者にとってふさわしい衣服」につ
いて考えさせる授業を計画・実践し報告した。今年度は、高齢期の生活を様々な側面から見つめることで、身
体的特徴だけではなく高齢者の心理面や生き方についても理解させることをねらいとして、「高齢者の衣生活」
の授業改善と、「高齢者の生き方理解」、「高齢者の住生活」の授業追加を行い、中学校および高等学校で実践
してきた内容について報告する。 
 
２．活動の概要
勤務校である智辯学園和歌山中学校（3 年生）と開智高等学校（1 年生）の 2 校で実践した。 
また、学部授業「中等家庭科教育法Ｂ」の中で教材開発研究の内容として講義をしたり、実際の授業を学生
に見せたりすることで、研究の成果を学生に還元した。 
表 年 月～ 年 月の活動
年月 内容 備考
年 月～ 月 智辯学園和歌山中学校での実践（実践Ａ）
年 月～ 月 開智高等学校での実践（実践Ｂ） 今村 授業参観・協議
年 月～ 月 開智高等学校での実践（実践Ｃ） 今村 授業参観・協議
村田 学生 名授業参観・協議
年 月 中等家庭科教育法Ｂ 実地指導講師 学生 名受講
年 月～ 月 智辯学園和歌山中学校での実践（実施中）
３．授業実践
（１）指導計画
2018 年 1 月～11 月に各校で実
践した指導計画は表 2 の通りで
ある。昨年度は表 2 の小題材 1～
4（4 時間）の計画で実践した内容
について報告した。今年度は、衣
生活授業を改善した 1 時間（小題
材 4 ※1）と追加した 3 時間（小
題材 5～7）の実践について報告
する（表中の網掛け部分）。
小題材名 学習内容 Ａ Ｂ Ｃ
１．高齢者を理解し
よう①
高齢者へのイメージを考える。
高齢者の体と心の特徴を知る。
１ｈ
１ｈ １ｈ
２．高齢者を理解し
よう②
高齢者体験をする。
１ｈ
３．高齢者の衣生活
を知ろう
高齢者の衣生活問題の原因を考え
る。
１ｈ １ｈ １ｈ
４．高齢者にふさわ
しい衣服を考えよう
高齢者の快適‣安全な衣服を考える
衣服の心理に及ぼす影響を知る。
１ｈ
１ｈ
※１
１ｈ
※１
５．高齢者が生き生き
と自立するために
社会で活躍する高齢者を知る。
高齢者と共に生きる社会を考える。
１ｈ
１ｈ
※
１ｈ
※
６．磯野家をリフォ
ームしよう①
高齢者の住生活の不自由さや家庭内
事故につながる問題点を知る。
１ｈ １ｈ
７．磯野家をリフォ
ームしよう②
高齢者が快適・安全に生活できる住
まいを考える。
１ｈ １ｈ
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（２）「高齢者にふさわしい衣服を考えよう」の授業改善
小題材 3「高齢者の衣生活を知ろう」の授業は、グループで考えた衣生活での問題点を改善し、高齢者にと
って快適・安全な衣服を考える授業である。昨年度は、高齢者にふさわしい冬用のシャツを題材として取り上
げ、全グループにそのシャツについて考えさせるものであった。今年度は、上衣だけではなく、学級のグルー
プのうち半数は下衣について、高齢者にどのような「形・素材・色柄」のズボンがふさわしいかを考えさせる
内容に改善した。そのようにすることで、シャツだ
けの場合には、腕や指先の動きなど上半身の身体的
特徴を考えることが中心になってしまったが、ズボ
ンを加えることで下肢の運動機能や平衡性につい
ても具体性を持って理解を深めさせることができ
た。さらにここで理解した下肢の運動機能や平衡性
の低下は、後で学習させる住生活での不自由さや家
庭内事故とも大きく関わることであり、衣と住の両
分野を関連させて高齢者の生活を学ばせることに
つながった。
（３）「高齢者が生き生きと自立するために」の授業
この授業を加えた理由は、昨年度に行った授業では高齢者の生活における不自由さを理解させることが中心
となり、生徒に高齢者の負のイメージだけを植え付けてしまったのではないかという反省からである。高齢者
の持つ特徴を正負両面から理解させたいと考えた。
導入では、新聞記事「アプリおばあちゃん＠国連」（図 3）と投稿記事「ドアばあちゃん」により、2 人の高
齢者を紹介した。2 つの記事には、「他人の役に立ちたい」という願いを持ち、それを行動に移して生き生きと
生活している高齢者の様子が書かれている。
展開 1 は教科書の図で、高齢者のグループ活動の状況とそれが持つ意味を理解させ、自分の身近にいる高齢
者の活動を思い出させた。生徒のワークシートには、自分の祖父母が地域のために活動していることや、交通
見守りをしてくれている地域のお年寄りを思い出した記述があり、いずれも高齢者に対する「感謝」や「尊敬」
の念が書かれていた。展開 2 では、高齢者の自立のために地域で行われている 3 つの取り組み事例、「各地域
に設置されているシルバー人材センター」、「泉北ニュータウンの IoT を活用した高齢者の運動促進事業」、「葉
っぱビジネス」を紹介した。 
最後に、授業の感想と「高齢者の自立を支援するために、これからどんな社会をつくり、どう関わればよい
と思うか」を書かせてまとめとした。 
図 改善したワークシート図 サンプルを見ながら話し合う様子
表 「高齢者が生き生きと自立するために」の指導の流れ
（４）「磯野家をリフォームしよう」の授業
この授業は 2時間の計画で行った。1時間目は 20年後の磯
野家では高齢になった波平さん・舟さんにとって住まいにど
んな問題点があるかを考えさせた。指導にあたっては、高齢
者の身体的特徴と住まいとの関係を理解させるために手立て
を 2つ行った。1つ目は、年齢を重ねると下肢を上げにくく
なることと、平衡性が低くなることをグラフから読み取り、
住まいでどんな困難が起こるかを考えさせた。また、それが
家庭内事故にもつながることをおさえた。2つ目は、より生
活の場面がイメージしやすいように、20年後の磯野家の会話
をロールプレイングにし、セリフの中に「最近立ちあがるの
に時間がかかる」、「立ち上がる時にヒザが痛い」、「敷居でつまずかないように」など二人の身体状況が
わかる言葉をちりばめた。単に「高齢者」ではなく、生徒になじみのあるアニメの登場人物を活用したこと
で、実感を伴った学習につなげることができたのではないかと思う。
また、住まいの問題点を考えさせる際の資料には、間取り図だけではなく、立体的に把握しやすいイラス
トや生活の様子が想像できる説明書きを添えた（図 5）。生活の様子の 1つに、波平さんは庭で趣味の盆栽
を育てていることを入れ、高齢者にとって生きがいにもなる生活行為を、身体が衰えても住まいの中で継続
できることの意義も理解させたいと考えた。
2時間目は 1時間目に考えた磯野家の問題点を改善する授業であるが、改善方法には、リフォームだけで
はなく、家具の変更や追加をするなど住まい方を工夫する方法もあることを説明し、床座と椅子座の特徴を
理解させた。その後、グループで話し合った内容を前に掲示して発表させた。
住まいの改善方法として手すりをつけたり段差をスロープにすると考えたグループが圧倒的に多かったが、
中には動作がしやすいように生活様式を椅子座にすることや、靴をはいたり着替えをする際に転倒を防止する
ための椅子を配置することに気づけたグループもあった。また、学習済みのヒートショックや着衣着火などの
知識を生かして、脱衣室に暖房をつける、台所を コンロにするなどの改善点を提案したグループもあった。
生徒の感想の中には、「様々なアイデアを出すことができても現実にはお金がかかって実現できない場合もあ
段階
（時間）
学習活動 指導上の留意点
導入
（ 分）
新聞記事から生き生きと活躍す
る高齢者の「人の役に立ちたい」
という気持ちに気づく。
本時の目標を知る。
記事の高齢者が生き生
きとしている秘訣は何
だと思うかを考えさせ
る。
展開①
（ 分）
教科書の図から身近な高齢者の
グループ活動の状況を理解す
る。
生徒に身近な例を挙げ
て説明する。
展開②
（ 分）
高齢者の自立のために地域で行
われている３つの取り組み事
例、「各地域に設置されているシ
ルバー人材センター」、「泉北ニ
ュータウンの を活用した高
齢者の運動促進事業」、「葉っぱ
ビジネス」を知る。
生きがいをもつことが
高齢者の心身にどのよ
うに影響を及ぼすかに
ついても触れる。
まとめ
（ 分）
高齢者の自立を支援するため
に、どんな社会を作り、どう関わ
ればよいかを考える。
高齢者とともによりよ
く生きる社会について
も考えさせる。
図 紹介した新聞記事 産経新聞
図 ロールプレイングに用いたフェイスボード
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図 資料「磯野家の間取り図」
る。」というものがあった。高等学校での授業では、介護保険制度について学習済みであったので、介護保険
サービスの住宅改修についても触れ、住まいの改善に経済的支援が得られる場合もあることも理解させた 表
4 。
 
 
表 「磯野家をリフォームしよう」（ ／ 時間） 年 月開智高校にて実施
学習活動 指導上の留意点 評価等
導
入
５
分
）
本時の目標を知る。 ・前時の学習をふりかえらせ、本時は、前時各自が考えた磯
野家の問題点を改善する方法をグループで考えることを伝
える。
展
開
①
１０
分
）
床座と椅子座の特
徴を理解する。
・床座・椅子座のそれぞれの長所と短所を理解させ、高齢者
の場合どちらの生活様式が生活しやすいかを考えさせる。
椅子座と床座の特徴が
わかる。【知識・理解】
展
開
②
（
３５
分
）
年後の磯野家で、
波平・舟が生活しや
すくするための方
法（住まいのリフォ
ーム、生活様式の改
善）についてグルー
プで考え、発表す
る。
・高齢者は住まいで過ごす時間が増えるため、安全・快適で
あることに加えて、生活を楽しむためにどんな工夫がある
とよいかについても考えるようにさせる。
・話し合いがスムーズにすすめられていないグループには
助言をする。
◎予想される意見
・手すりやスロープをつける
・玄関・洗面所などに椅子を置く
・茶の間をテーブルと椅子に
・風呂の床を滑らず温かく
・居室にベッドを置く
・脱衣室にエアコン
・コンロをＩＨに
・手すりの形状と衣服の形によっては、事故につながる場合
があることに触れる。
・要支援または要介護の認定を受けている場合、介護保険サ
ービスでリフォーム費用の一部を給付してもらえることに
触れる。
高齢者が生活しやすい
住まいについて積極的
に考えている。【関心・
意欲・態度】
高齢者が生活しやすい
住まいにするための方
法を工夫している。【思
考・判断・表現】
ま
と
め
１０
分
）
本時の学習をふり
かえり、自分の考え
をまとめる。
・高齢者にとって快適・安全な住まいとはどんな意味をもつ
のかを考えさせる。
◎手すりのないところではどう補助をすればよいだろう
か？
４．まとめ
2016 年度の高齢者の身体的特徴の理解と衣生活の授業に、2017 年度、2018 年度は高齢者の生き方理解と
住生活の授業を加えて計画・実践した。また、衣生活の授業については、上衣のみ考えさせる授業から上
衣・下衣両方について考えさせる授業へと改善した。その結果、グループ学習の発表や感想文の内容から、
次の 2 つの成果が得られたと考える。
１．「高齢者体験」、「実際の高齢者の生き方を知る学習」、「高齢者の衣服や住まいを通して理解する学
習」などの活動により、高齢者の身体的な不自由さだけではなく前向きさやプラス面についても、実感を伴
って理解することができた。
２．「高齢者理解」、「高齢者の衣生活」、「高齢者の住生活」という一連の学習によって、高齢者の生活
をトータルに理解することができた。特に、「住生活」の授業を最後に設定することで、それまで学習して
きたヒートショックや転倒、着衣着火などの事故を回避する方法を、「生活」の中の具体的なこととして実
感しながら学ぶことができた。
以上のような成果を得ることができたのは、この連携事業に参加させていただき、高齢者授業について大学
教授の専門的知識や指導に関するご助言をいただけたことが大きいと実感している。しかし、他の中学校、高
等学校との連携については、教育現場での多忙さもあり、なかなか実現しづらい状況にある。この連携事業で
検討を重ねある程度の成果が得られている高齢者授業を、他の学校でも実践していただきご意見を頂戴し、さ
らに改善していくことが今後の課題である。
なお、本実践内容の一部を日本家庭科教育学会第 49 回近畿地区大会（8 月 18 日、於：大阪教育大学天王
寺キャンパス）において発表した。
「高齢者が生き生きと自立するために」授業後の感想（ 年度 智辯中）
・バス待ちの時に夫婦で楽しそうに散歩しているおじいちゃんとおばあちゃんがいます。私にいつも勉強につい
て話をしてくれます。元教師だそうです。教師として生徒に何かを伝えたいのだと思います。高齢者と明るく関
わっていく社会が作れたら素敵だなと思いました。 
・若者だけでなく高齢者も活躍できるようなアクティブな社会を作っていけば明るい生活が増えると思いまし
た。また、高齢者と若者でお互いに不足した部分を色々な仕事で補っていくような生活ができるといいなと思い
ました。 
・少子高齢化社会という暗い雰囲気のことばをよく聞きますが、生き生きと生活を楽しむ高齢者の行動を聞いて、
明るい気持ちになりました。また、地域のためにしてくれている活動に感謝しようと思いました。これから増え
ていく高齢者が楽しく暮らせるようにすれば明るい社会になると思います。 
・高齢者と言っても、すべての人が動けなくなっているわけではなく、元気に生活している人がいるので、横石
さんが言ったように出番を私たち若者が作り、協力して社会をつくりあげていくことが大切だと思いました。 
 
「磯野家をリフォームしよう」授業後の感想（ 年度 智辯中）
・高齢者がすごしやすくなるための工夫はたくさんあることがわかったので、祖父母の家にも何か工夫できるこ
とはないか考えてみようと思う。 
・リフォームで快適な生活はできるようになるけれど、和の文化がなくなってしまうのはさみしいと思った。 
・私たちは生活しにくいと感じることが少ないので、案を出すのは難しかった。 
・若いころに家を建てる場合には高齢者になったときのことも考えて設計する必要があると思った。 
・健康で長生きするために家のリフォームも大切だなと感じました。祖父母の家にも変えなければならないとこ
ろがたくさんあると思うので、それも提案してみたいです。 
・いろいろな意見が出たが、全てやるのは難しいし、高齢者が面倒くさいと感じるのではないかと思った。より
快適に暮らしてもらえるように、自分たち（孫や子ども）から働きかける必要があると感じた。 
・昔の生活から今の生活に変化しているところに波平や舟がついていけるようにフォローするのも大事だと思っ
た。 
・リフォームしなくてもグッズやちょっとした工夫でもバリアフリーにつながると思いました。 
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